
4 　座標平面上に原点 Oを中心とする半径 1の円 C がある．点 A(−2, 0)を通る直線が

y > 0の範囲にある点 P において円 C と接するとする．自然数 n = 2に対して点 Aを通

る (n− 1)本の直線で ∠OAP を n等分する．これらの直線を直線 AOとなす角が小さい

ものから順に l1, · · · , ln−1 とし，直線 lk と円 C の 2つの交点のうち点 Aに近い方を

Qk，他方を Rk とする．
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